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1.橋梁の現状と課題 

 



 

2.橋梁の維持管理の基本的な考え方 

2.1 橋梁管理の基本方針 

橋梁の個別施設計画の策定にあたっては、診断結果を踏まえた適切な措置を行うことで、施設の長寿命化や維持修繕費

のライフサイクルコスト縮減を目指す。 

 

2.2 管理道路の分類（グループ分け） 

 

道路施設 現況（平成 27 年 3月現在） 

道  路 管理延長 L=86.0km 

橋  梁 橋 梁 数   80 橋 

路  線  路 線 数  336 路線 

 

2.3 管理基準 

省令に基づく健全性の診断区分に対応するため，橋梁の損傷状況を５段階（Ⅰ（良）～Ⅳ（悪））で評価することにし

ています。 

 

 

 

 

 



 

 2.4 点検方法・点検頻度 

 



 

3.計画期間 

3.1 計画期間 

・当該個別施設計画の計画期間は，修繕方針の期間は平成 29 年度から平成 38 年度までの１０年とする。 

 なお，定期点検により新たに発見される変状に対しては，見直し（フォローアップ）を行います。 

 

 

 

4.対策の優先順位の考え方 

定期点検結果を踏まえ，効率的な維持及び修繕が図られるような措置を講じます。 

次回点検までに補修を行う必要のある個所について，修繕計画を策定します。特に重篤な損傷・第三者被害が発生する

要因のある損傷を有する橋梁は優先して計画します。 

 

 

 

 

 



 

5.（対象施設）の状態等 

5.1 診断結果 

 

管理橋りょうの健全度構成比の比較 

 建全度５ 建全度４ 建全度３ 建全度２ 建全度１ 

H26,27 定期点検 3.8％ 6.3％ 63.8％ 26.3％ 0.0％ 

 

 

 

 

 

 



 

5.2 対策内容と実施時期 

 

 
 （今後の財政状況により変更する可能性がある） 

 

 

 



 

5.3（★）フォローアップ 

本修繕方針は，定期的に実施している点検等の結果に基づき適宜見直しを行なう「PDCA 型のマネジメントサイクル」に

より，適切なフォローアップを行ないます。 

 


